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【
う
ら
へ
続
く
】

　

食
品
値
上
げ
。「
３
月
の

食
品
の
値
上
げ
は
３
４
０

０
品
目
に
及
ぶ
と
い
う
」

「
春
闘
は
物
価
高
に
負
け

な
い
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち

　

日
本
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
ら
８
氏
が
連
名
で
2

月
19
日
、
政
府
が
今
国
会

で
狙
っ
て
い
る
日
本
学
術

会
議
法
「
改
正
」
は
学
術

会
議
の
独
立
性
を
毀き
そ
ん損
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、

再
考
を
強
く
求
め
る
声
明

を
出
し
ま
し
た
。

　

声
明
を
発
表
し
た
の
は
、

天
野
浩
（
物
理
学
賞
）、大

学
術
会
議
独
立
性 

「
法
改
正
」
が
壊
す

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
ら
８
氏
声
明

大
軍
拡
も
大
増
税
も
Ｎ
Ｏ
！

賃
金
あ
げ
て
消
費
税
さ
げ
る
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！

隅
良
典
（
生
理
学
・
医
学

賞
）、
小
林
誠
（
物
理
学

賞
）、
白
川
英
樹
（
化
学

庶
佑
（
生
理
学
・
医
学
賞
）、

森
重
文（「
数
学
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
」
と
呼
ば
れ
る

フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
）
の
８
氏
。

　

声
明
で
は
、
各
国
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、

そ
の
国
の
学
術
を
代
表
す

る
と
と
も
に
世
界
の
学
術

界
と
連
携
し
「
人
類
の
福

祉
に
貢
献
す
る
国
際
的
公

共
財
を
構
成
」
し
て
い
る

と
強
調
。
先
進
国
の
政
府

は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
カ
デ

ミ
ー
の
活
動
の
自
律
を
尊

重
し
介
入
し
な
い
こ
と
を

不
文
律
に
し
て
き
た
と
述

べ
、
日
本
で
の
首
相
に
よ

る
学
術
会
議
の
会
員
任
命

拒
否
を
「
大
変
憂
慮
」
し
、

今
回
の「
法
改
正
」に「
大

き
な
危
惧
」
を
抱
い
て
い

る
と
表
明
し
て
い
ま
す
。

賞
）、
鈴
木
章
（
化
学
賞
）、

野
依
良
治
（
化
学
賞
）、本

と
っ
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Google

日
本
法
人
で

労
組
結
成
。「
同
社
の
日
本

法
人
で
労
組
が
結
成
さ
れ

る
の
は
初
め
て
と
い
う
」

「
人
員
削
減
計
画
が
発
表

さ
れ
た
中
で
『
私
た
ち
は

解
雇
に
お
び
え
て
い
る
』

『
利
益
を
出
し
て
い
る
の

に
大
量
に
解
雇
す
る
理
由

が
な
い
』な
ど
と
訴
え
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

原
発
60
年
超
え
運
転
を

閣
議
決
定
（
28
日
）。「
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
五
つ
の

法
案
を
ま
と
め
て
閣
議
決

定
し
た
」「
原
子
力
規
制
委

米科学誌『サイエンス』が
学術会議問題を報道
　「独立性侵害に研究者ら抗議」

　

米
科
学
誌
『
サ
イ
エ
ン

ス
』（
２
月
18
日
付
）
は
、

日
本
学
術
会
議
法
の
改
悪

に
つ
い
て
、
多
く
の
研
究

者
が
学
術
会
議
の
独
立
性

を
侵
害
し
か
ね
な
い
と
抗

議
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

ま
し
た
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
誌
の
記
事

は
、
学
術
会
議
側
が
学
協

会
の
ほ
か
経
済
団
体
な
ど

か
ら
も
幅
広
く
候
補
者
の

情
報
提
供
を
受
け
会
員
を

選
考
し
て
い
る
と
主
張
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

政
府
は
会
員
選
考
に
意
見

す
る
第
三
者
委
員
会
を
新

設
し
よ
う
と
し
て
い
る
と

指
摘
。「
こ
の
よ
う
な
外
部

か
ら
の
介
入
は
他
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
で

は
あ
り
え
な
い
」（
高
村
ゆ

か
り
学
術
会
議
副
会
長
）、

「
政
府
案
が
学
術
会
議
へ

の
政
府
の
権
限
の
強
化
を

意
図
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
」（
小
林
傳
司
同
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）
な
ど
、
学
術

会
議
側
の
懸
念
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

員
会
で
は
委
員
の
一
人
が

反
対
し
て
い
た
」「
60
年
を
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

発
が
ん
性
が
疑
わ
れ
る

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
が
東
京
都
の
米
軍
横

ＰＦＡＳ 住民不安強く
東京・横田基地周辺汚染

　日本共産党が国に調査求める

田
基
地
の
周
辺
な
ど
多
摩

地
域
の
井
戸
水
や
水
道
水

か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
問

題
で
、
日
本
共
産
党
と
住

民
は
２
月
15
日
、
汚
染
源

の
究
明
と
汚
染
状
況
の
調

査
を
国
に
求
め
ま
し
た
。

　

市
民
団
体
に
よ
る
住
民

の
血
液
検
査
で
国
分
寺
市

で
は
高
い
血
中
濃
度
を
検

出
。「
住
民
は
驚
が
く
と
不

安
の
た
だ
な
か
に
あ
る
」

と
訴
え
、
水
と
血
液
の
検

査
を
国
に
求
め
た
の
に
対

し
、
環
境
省
は
専
門
家
会

議
で
検
討
す
る
と
答
え
ま

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」に
つ

づ
き
「
第
五
福
竜
丸
」

も
削
除

　

広
島
市
教
育
委
員
会
が

市
立
の
小
中
高
校
を
対
象

に
し
た
「
平
和
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
教
材
か
ら
漫

画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の

削
除
に
続
き
、
米
国
の
ビ

キ
ニ
水
爆
実
験
で
被
ば
く

し
た
静
岡
県
焼
津
市
の
マ

グ
ロ
漁
船「
第
五
福
竜
丸
」

の
記
述
も
な
く
す
こ
と
が

分
か
っ
た
。

吉
野
梅
郷
梅
ま
つ
り

３
月
21
日
（
祝
）
ま
で

　

一
度
ウ
イ
ル
ス
感
染
で

伐
採
さ
れ
た
梅
の
公
園
に

は
、
現
在
１
６
０
０
本
の

若
い
梅
が
咲
い
て
い
る
。

最
寄
り
駅
は
青
梅
線
日
向

和
田
駅
、
多
摩
川
神
代
橋

超
え
て
も
運
転
し
続
け
る

な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
。

福
島
を
忘
れ
た
の
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

少
子
化
問
題
。「
昨
年
の

出
生
率
が
初
め
て
80
万
人

を
切
っ
た
」「
少
子
化
が
想

定
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
進

ん
で
い
る
」「
岸
田
政
権
が

掲
げ
る
『
子
育
て
予
算
倍

増
』
は
具
体
的
な
中
身
が

な
い
」「
学
校
給
食
無
償

化
、
子
ど
も
の
医
療
費
を

18
歳
ま
で
無
料
化
、
高
校

授
業
料
無
償
化
な
ど
抜
本

的
、
総
合
的
な
対
策
が
必

要
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
単
価
の

“
黒
塗
り
”で
大
阪
地
裁
判

決
。「
安
倍
政
権
が
全
世
帯

に
配
っ
た
布
マ
ス
ク
の
単

価
を
黒
塗
り
に
し
た
の
は

不
当
と
の
判
決
だ
」「
何
を

恐
れ
て
黒
塗
り
に
し
た
の

か
理
解
で
き
な
い
」「
忖
度

政
治
と
隠
ぺ
い
体
質
は
早

く
な
く
し
て
ほ
し
い
」

所
の
公
園
の
河
津
桜
が
見

頃
に
な
っ
て
い
た
」「
花
粉

の
飛
散
が
か
な
り
多
く

な
っ
た
」「
目
が
か
ゆ
い
、

鼻
水
が
出
る
。
つ
ら
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
菜
の
花
が
、武
蔵
野
中

央
公
園
で
た
く
さ
ん
咲
い

て
い
る
」「
菜
の
花
の
菜
と

は
食
用
の
意
味
だ
と
い

う
」「
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
が
よ

い
香
り
を
放
っ
て
い
る
」

「
ク
ロ
ッ
カ
ス
も
咲
き
出

し
た
」

　

志
位
委
員
長
が
米
国
の

「
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防

衛
」（
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
、
２
０

１
７
年
）
基
本
方
針
を
示

し
て
お
こ
な
っ
た
国
会
質

問
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
の
基
本
方
針
で

は
、
攻
撃
は
ミ
サ
イ
ル
サ

イ
ト
だ
け
で
な
く
、
飛
行

場
、
指
揮
統
制
機
能
、
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

な
ど
全
部
を
対
象
と
し
ま

す
。
作
戦
は
相
手
の
ミ
サ

イ
ル
や
飛
行
機
の
発
射
・

統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
）

米
軍
は
「
先
制
攻
撃
」
を
宣
言

　

敵
基
地
攻
撃
保
有
で
日
本
も
参
加

　

日
本
が
戦
場
に
な
る
恐
れ

み
」
を
つ
く
る
外
交
が
必

要
と
強
調
し
ま
し
た
。

離
陸
前
に
も
や
る
、
す
な

わ
ち
国
際
法
違
反
の
先
制

攻
撃
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　

志
位
氏
は
、
岸
田
政
権

が
進
め
る
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
は
な
ん
の
た
め

か
、
こ
の
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ
に
参

加
す
る
た
め
で
、
米
軍
と

同
盟
国
が
一
体
で
先
制
攻

撃
作
戦
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
日
本
が
戦
場
に
な
る

と
指
摘
。「
専
守
防
衛
」を

投
げ
捨
て
、
長
射
程
の
ミ

サ
イ
ル
と
い
う
「
矛
」
を

持
つ
危
険
を
述
べ
ま
し
た
。

　

問
題
解
決
に
は
戦
争
で

は
な
く
、「
地
域
の
全
て
の

国
を
包
み
込
む
形
で
の
、

包
摂
的
な
平
和
の
枠
組

　

Ｇ
７
の
広
島
開
催
を
前

に
、
核
兵
器
の
脅
威
か
ら

若
者
た
ち
の
目
を
そ
ら
そ

う
と
し
て
い
る
。
岸
田
首

相
が
「
広
島
生
ま
れ
」
を

標
榜
し
て
い
た
が
、
こ
れ

ら
の
動
き
は
平
和
に
逆
行

し
た
と
ん
で
も
な
い
こ
と

だ
。　
　
　
　
　
（
Ｆ
）

　
　

×　
　
　
　

×

　

３
月
１
日
、
東
京
に
春

一
番
。「
２
日
は
強
い
北
風

が
吹
い
て
寒
か
っ
た
」「
近

を
渡
っ
て
吉
野
街
道
に
突

き
当
た
り
路
地
を
入
る
。

梅
の
公
園
は
小
高
い
丘
、

散
策
路
を
楽
し
む
。
近
く

に
き
も
の
博
物
館
、
少
し

足
を
伸
ば
せ
ば
吉
川
英
治

記
念
館
が
あ
る
。
車
の
場

合
、
さ
ら
に
か
ん
ざ
し
博

物
館
、
川
合
玉
堂
美
術
館
、

御
岳
山
（
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

利
用
）、あ
る
い
は
奥
多
摩

湖
ま
で
足
を
伸
ば
す
の
も

よ
い
。
そ
ば
処
は
事
前
に

調
べ
て
お
く
。（
Ｎ
）

し
た
。ま
た
住
民
か
ら「
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
が
入
っ
た
泡
消
火

剤
を
、
米
軍
は
基
地
で
い

つ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
使
っ

た
か
調
査
を
」「
専
門
家
会

議
で
住
民
の
意
見
を
聞
い

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
か
ら
山
添

拓
、
吉
良
よ
し
子
両
参
院

議
員
、
都
議
、
市
議
ら
が

参
加
し
ま
し
た
。


